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造林地のササ,灌 木類を枯 らすために,ク ロシウムを葉に散布 したり,ま た大 きい広葉樹では幹に
ナタ目をつくりそこか らクロシウムを浸透 さす ことによって,枯 らす実験が報告 されている。筆老 ら
は,サ サ類の地下茎の根か ら濃度2%の クロシウムの溶液を吸収さす と,あ る程度の長 さの地下茎 と
その地下茎から出ている地上茎等が枯れ ることを実験 した。マダケのように桿が長くて葉に散布 しY'
くい竹を枯 らそ うとする場合,物質代謝の旺盛な時期にその桿の空胴中にクロシウムを注入すると,注
入された桿は枯れ,さ らにその桿から地下茎に移動するクロシウムによって,移 動した部分の地下茎
は枯れる。しかし枯死 しないで生き残った地下茎Y'よ って,そ の年 または翌春に筍の発生をみる。尤
もその新竹の大きさは,処 理前の竹桿にくらべてきわめて細 くて小さい。これは クロシウムの影響で
同化作用を行な う竹桿を失 うので地下茎の栄養状態が悪 くなったためと思われる。このようなクロシ
ウムの薬害を利用すれば,マ ダケの不良林を他の樹種にかえようとする場合に,地 下茎を堀 り起した
り,ま た植付後の手入等の労力が少なくてすむのではないか と考える。
皿 材料 お よび方 法
本学演習林上賀茂試験地の不良マダケ林に試験区を6区 設け溝を堀って区劃 した。 各区の面積 は
25m?と した。桿に注入するクロシウムの濃度は15%,各 区の処理方法 と注入量は表1R=.示 す。桿を
伐った 日は1959年8月3日,ク ロシウムを注入した 日は8月5日 である。
その後地上茎の変色などを観察し,1年 を経て,1960年10月 に地下茎の堀 りおこしによってこれ ら
の影響を しらべてみた。地下茎に対するクロシウムの影響をみるため,各 区Y`4mzを とり,こ の区
の全部の地下茎を堀りおこして,新 しく伸びた地下茎,地 下茎の活力の見かけ上の強(各 節Y`発 芽 し
うる芽子を多 く有するもの),弱(地 下茎が全体に黒味を帯び,各節に発芽しうる芽子がきわめて少な
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皿.結 果 と 考 察
クロシウムの注入された竹の葉は注入後4日 目頃か ら変色 し始め,10日 目頃には殆ん どの葉はかれ
て しまった。同時に注入 された桿の表面に,6日 頃から黒褐色の斑点を生 じ始め,そ の斑点は徐々に
面積を拡げて2週 間目頃には表面全体を黒褐色で掩 ってしまい枯れた ようになる。 このようにクロシ
ウムの注入された竹桿は完全に枯れるd
しか し翌春には各処理区か ら新竹が発生するので,地 下茎は全面的に枯れていないことがわかる・
そこで各区Y`け る地下茎に対す るクロシウムの影響をみるため,地 下塾の4項 目別の生重量および
莚長を灘定して表2;3に 示 した。こめ表で もわかるように,生 童量で表わ しても,延 長で表わ して
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も同 じよ うな結果 を示 した。表3で 唱a,b,c,dの 各区 において,全 地下茎 の延長 に対す る処理後 に
伸 びた地 下茎の長 さの割合 をみ ると,c区 が最 も大で次いで.e,b,f,d,a区 の順 に小 さ くな ってい
る。
この よ うに クロシウム処理 区 では,そ の薬害が地下茎の先端 にまで移動 しない ため,処 理 後におけ る
地下茎 の伸長 に対 しては薬害を及 ぼ さない。 しか しa,b,C,d各 区 の地下茎 の枯死率は,そ れぞれ
62%,64%,65%,42%にな っているが,ク ロシウムを注入 しないe,f両 区は4.3%,2.6%と 枯死率
は著 しく低 くな ってい る。すなわ ち桿に注入 された ク ロシ ウムの溶液が地下茎 へ も若干移動 し,そ の
移動 した部分の地下茎は枯死す るために枯死率が高 くな る。 しか しクロシ ウムの移動 しない部分の地
下茎は枯死にいた らない。地下茎の直径 に
ついては,表4に 示す よ うY`処 理 前には,
いずれ の区 もほ とん ど同 じであ るが,処 理
後に伸 びた地下茎の直径は,無 処理区に く
らべてやや細 くな ってい るQ
枯死 にいた らない地下茎に よ って翌春に
出て くる新 竹の大 きさ,そ の立竹状態につ














処理 後に出て くる竹 の直径は,処 理 前の ものに くらべ,A区 で41%,B区 で64%,C区 で17%,D区















理 前の ものに くらべA区 で54%,B区 で63%,C区 で77%,D区 で54%に 小 さ くな り,そ れ ぞれ竹桿
長は短 か くな っている。この よzに クロシウムの影響は,桿 の直径 よりも長 さに大 き く表われ て くる。
処理前 の竹の大 きさ(庫 径 と長 さで表わす)と 処理後のそれの バ ラツキを くらべ てみ る と,ク ロシウ
ム処理 を しないE・F両 区 では直径,長 さ ともに処理後の バ ラツキは処理前のそれ より小 さ くなって
い る。 これ と反対Y',ク ロシウム処理区のA・B・C・D区 では,処 理後の竹の大 きさの ・ミラツキは
処理前のそれ よ りも大 きい。特に桿 の上方を伐 ったA・D両 区において,こ の傾向が著 しか った。
以上の よ うに ク ロシ ウムを竹桿 の空胴に注入す ることに よって,そ の桿 を枯 らしさ らにそれに連な
る地下茎の一部分を枯 らす こ とがで きる。 しか しネザサで実験 した場合 と同様に地下茎 の先端 まで ク
ロシウムは移動 しない ために,生 きのこ りの地下茎か ら翌春 には細 い桿 なが ら新竹を発生す る。 この
104
よ うに竹桿へ の注入 だけでは地 下茎 の全 面枯 死を期得す るこ とは出来なか った。
要 約
この実験は不良竹林を他 の樹 種に転換 しよ うとす る場合Y',少 ない労力 で容易に行な える方法をみ
いだす ため に試み られ た。代謝作用の盛んに行なわれ る8月 頃Y`,濃 度15%の クロシウム(Ca(CIO3)2)
溶 液を1本 当 り15ccを 桿 に注入す る と,注 入後2週 間位 でその桿の表面全 体が黒褐 色を呈 し,葉 も落
ちて枯れて しま う。桿 に注入 された ク ロシウムは地下茎へ も移動 し,移 動 した部分の地 下茎は枯 死す
る。 しか しクロシウムは,一 連の地 下茎 の全 部に移動 しないために,生 きの こりの地下茎 か らその年
または翌年 に新竹 の発生をみ るが,そ の新竹 の大 きさは処理前 の竹 に くらべて,き わ めて細 くて小 さ
くまた不揃であ る。 また,処 理方法 のちが いに よる影響では,,桿 の上方を伐 ることに よ り翌春 の新竹
の発生に悪 い影響 を及 ぼすか ら,ク ロシ ウム処理 と併 用すれぽm効 果 があ ると思 う。
以上の実験結果か らみ て,ク ロシウムに よって竹桿 な らびに地下茎 のす べてを枯 らそ うとす るには,
竹桿 に注入す るほか翌春 に発生 した新竹 に,そ の年の夏季 に葉 面散布す る ことが必要 である。
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                             Summary 
 The  present paper reports the investigation on the possibility of controlling the poor 
grove of Madake (Phyllostachys reticulata) with  Chlocium. The results of injecting about 
fifteen cubic centimeter of fifteen  percent of  Chlocium solution  (Ca(C103)2) per  culm 
directly into bamboo  culm indicate that Chlocium  plays a large role in the mortality of 
 culm and  rhizome, 
 The color of culm has turned blackbrown and bamboo leaves have fallen in two weeks 
after the injection, and the lots treated with  Chlocium showed a 10 to 15 times as high 
mortality as did checked lots  e and  f, 
 But it was impossible to blast rhizomes perfectly by Chlocium injetion into  culms, The 
sprouting shoots after the treatment show only poor  growth as compared with those before 
the treatment and the growth in size was less uniform than that before  treatment,

